
（別紙１） 

事  業  報  告  書 

事  業  名 かがわ国際ボランティア未来塾事業 

申 請 分 野 団体指定寄附・分野指定寄附（ 子ども 分野） 

事業実施期間 令和 6 年 4 月 1 日  ～令和 7 年 3 月 31 日 

事 業 内 容 

〇事業の目的 

香川県は急速な少子高齢化、人口減少が進んでおり、地域活力の

低下が危ぶまれる。地域活力を保つために、香川に愛着を持ち、グ

ローバルな国際感覚豊かで多様な考え方のできる、香川の次代を

担う、逞しい若者の人材育成を行うことが肝要である。 

〇事業内容 

当団体がこれまで関わってきたラオスに香川の高校生を 1 週間

程度派遣し、途上国の現状や外から見た日本や香川の良さを認識

してもらうとともに、自己を見つめ直し、夢や目標を確立させ、それ

に向かって進んでいく機会を提供する。 

〇事業の詳細 

県内高校生を公募、選考（5～7 月）し、事業成果がしっかり得ら

れるように 5か月間（8～12月）にわたり事前研修を行ったうえで、

ラオスへ派遣し、現地で青年海外協力隊活動現場視察、現地高校

生徒との意見交換、都市部や山間部の小学校訪問、ラオス人家庭

ホームステイなどを行った。 

帰国後は報告書発行を行うとともに、参加高校生が何を考えた

か等を発表する県民向け報告会（3月 20日、アイパル香川）を行っ

た。 

〇派遣者 県内高校生 9 名（公募）、サポートスタッフ（KVC ボラン

ティア）7名 計 16名 

〇派遣期間 12月 25日～31日 6泊 7日間 

〇派遣先 ラオス ビエンチャン、ルアンパバーン 

〇派遣助成金 参加高校生 9 名に、1 人当たり参加経費 21 万円

のうち 7万円を助成支援 
 

事 業 実 施 の 

効 果 

〇派遣前は自分の人生目標を明確に持っていなかった高校生たち

が、わずか 1 週間のラオス派遣にもかかわらず、学ぶものが多く大

きく成長し、帰国後、人が変わったように自分の夢に向かって努力

しようと意気込んでいる。 

〇当団体は香川とラオスの若者の人材育成を行うことを目的とし、

「人づくりは国づくり」をモットーとして活動しており、当事業の実施

により社会貢献ができ、その存在意義が高まった。 

備 考  

 

特定非営利活動法人香川国際ボランティアセンター





（別紙３） 

収  支  精  算  書 

【収入】                            （単位：円） 

項  目 金額 説  明 

ＮＰＯ基金補助金額 ★300,000  

自己資金計 185,940 ①＋②＋③＋④ 

 ① 参加料収入 0  

② 会費等 0  

③ 寄附金等 0  

④その他 185,940 積立金 

その他助成金等収入計 450,000  ① ＋②＋③ 

 ①補助金収入 450,000 香川県 NPO 基金補助金（団体指定） 

②委託金収入   

③その他  ※内容を具体的に記載してください。 

その他資金収入 0  

合  計 935,940  

  （注）その他助成金等収入はＮＰＯ基金以外の助成金等を受ける予定がある場合に記載してください。 

【支出】 

項  目 金額 
うちＮＰＯ基金 

補助金充当額 

説 明 

（使途、積算根拠等） 

印刷製本費 104,925 100.000 未来塾 報告書印刷費（250 部）    

97,760 円 

未来塾 募集、面接、研修資料コピー代       

7,165 円 

計 104,925 円 
通信運搬費 26,564  未来塾 募集、報告書等郵送料 26,564 円 

使用料及び賃借料 156,051 100.000 未来塾 面接・研修・報告会 会議室使用料 

                7 回分 33,870 円 

未来塾 宿泊研修 宿泊費（室料のみ） 

@1,170 円×15 人＝17,550 円 

未来塾 現地車輛借上げ 

650＄＝104,631 円 

             計 156,051 円 
手数料  18,400  主催者旅行保険料         18,400 円 

助成金 630,000 100,000 未来塾高校生助成金 

@70,000×9人＝630,000円 

合  計 935,940 ★300,000       

 ★の金額は一致するようにしてください。 

（注）補助申請事業についての収支精算額を記入してください。 

 

 

 

 


